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人正宗文庫（岡山県備前市穂浪）と本学の正宗敦夫文庫とに分蔵されている。正宗敦夫文庫は、敦夫の蔵書のうち歌書類を中心とした古典籍約一〇〇点 四〇〇余冊）が、一九六五年に本学に移管されたものだ。現在、黒川文庫と正宗敦夫文庫を併せた本学特殊文庫の歌書コレクションは、全国有数の規模を誇り、多く 古写善本を有するものとして高い評価を受けているが、それは正宗敦夫 無私の尽力なしには達成され得ないものであったと言えよう。　
さて、この正宗敦夫文庫には、平安後期に成立した五番目の勅撰





























けられた貴重な古典籍資料群が存在する。この特殊文庫の蔵書のほとんどは「黒川文庫」と「正宗敦夫文庫」の二つの古典籍コレクションか 成るが、その形成 深く関与・貢献した が、現在 日本語日本文学科の前身である国文学科発足当初の教授・正宗敦夫（一八八一～一九五八）である。　
黒川文庫は、江戸時代後期の歌人・国学者の一族である黒川春





























































































































































） 。 「異本歌」 の語を付した歌番号は、 『金





























































































































































































































































































































 五〇八番歌から五二二番歌四句まで（巻八巻尾から巻九巻首にわたる） の欠脱中、 五一五番歌の後に七〇〇・七〇一番歌が存在。
　
⑨








































































































































































































































を含んでいた可能性が考えられることになろう。その内訳は和歌七首と連歌二首であり、巻一に一首、巻三に一首、巻八・九にかけて二首、 巻一〇に五首という配置になる。 もちろん、 この数字は下巻 （巻七～一〇）で行った想定に 確認しうる上 （巻 ～六）の異本歌を加えたものであるから、上巻部分にはそれ以上の異本歌が存在したかもしれないのだが、一旦、この九首という数字を用いて 他精撰本系の『金葉集』伝本と比較してみよう。　
本学正宗敦夫文庫所蔵の『金葉和歌集』伝本のうち、５伝為忠筆














































































・つらかりし心ならひに逢ひ見てもなほ夢かとぞ疑はれけるとして、完全に重複する（当該本では、三八一番歌は②の欠脱に含まれてい 伝存しない） 。このような重複歌は、松田・平澤が指摘するように、精撰作業の中で除棄されるべき のであろう。実際、４伝二条為明本の段階では七〇〇番歌は落とされており、最終段階において、当該歌は巻七・恋上・三八一番歌 して集中に位置する。すなわち、七〇〇番歌は それを含む本が精撰過程の早い段階に位置していたことを示唆する大きな指標に り得るのだ。七〇〇番歌存在の可能性が導く当該本の位置は、 （一 での結論と齟齬しない。屋上屋を重ねるような推測ではあるが、当該本の 文については、以上のように考えて きたい。五、終わりに　
ここまで、升底切『金葉和歌集』 ［Ｉ・
23］の書誌的報告を行う






とし、 「古写本それぞれに戻った本文 検討」の必要性を説く。首肯すべき見解であり、本稿で取り上げた升底切 ついても、また同様であろうが、詳細な本文分析については後考を期し、ここで稿を閉じること たい。注１























詠者名・和歌から、六四三番 に続くため、六四〇番歌第三句から六四二番 まで 七一〇 詞書の字数を欠脱として計算。
注７
 　
欠脱の前の丁、六六三番歌の次に七一二番歌の詞書・詠者名
を記すため、七一二番 和 六四・六六五番歌の字数を欠脱として計算。
注８
 　
字数のみでは確定しにくいものの、後述する如く、脱落がシ
ンメトリーになること（対となる丁数）を考え合わせた上 計算した。
注９
 　
ただし、奥書・識語などが巻末 ある場合、墨付き丁数が増
えることも予想される。
注
10 　
海野の指摘によると、欠脱部分のうち、五八 番歌は古筆切
（６行書）として存在する。
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